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参考資料 
 

 

第１部の解説編では、本手引の作成趣旨や地域創生に向けた高校

の魅力化の考え方について説明し、第２部の実践編では、第１部で

説明した考え方をもとに、高校の魅力化にどのように取り組んでい

くのかを説明しました。 

本手引を有効に活用していただくため、地域創生の背景や、魅力

化に向けた取組を検討する際に参考となる資料をとりまとめまし

た。  
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（参考１）まち・ひと・しごと創生基本方針、まち・ひと・しごと創生総合戦略 

○まち・ひと・しごと創生基本方針 2020（令和２年７月 17 日、閣議決定） 

第３章 各分野の政策の推進 
２ 地方とのつながりを築き、地方への新しいひとの流れをつくる 
 (1) 地方への移住・定着の推進 
  ④小・中・高等学校における人材育成の推進 

「ふるさと教育」等を通じて地元への理解や愛着を深めるとともに、地域との協働を推進し、地域を支
える人材の育成を推進する。 

 
【具体的取組】 

⒜ 地域を支える人材の育成 
・地域の産業や文化等への理解を深める「ふるさと教育」に資する取組として、学習指導要領に基づく指

導をはじめ、高等学校における地域課題の解決等を通じた探究的な学びを実現する取組や、地域の食文
化、食に係る産業又は自然環境に対する理解を深める取組等を実施する。 

・小・中・高等学校でのキャリア・パスポートの普及を促進することにより、地元企業への理解を深める
など地域の実情に応じたキャリア教育を推進する。 

・RESAS などのデータを活用した地域学習を促進するイベントを開催するとともに、地域学習に取り組
む教員や地域企業等のコミュニティを形成する。 

⒝ 地域との協働等による高等学校教育改革の推進 
・高等学校において、学校運営協議会や地域学校協働本部、コンソーシアムなどの学校と地域等との連携・

協働体制を構築し、地域課題の解決等を通じた探究的な学びを実現する取組を推進することにより、地
域ならではの新しい価値を創造する人材等の育成を強化する。 

・地方の複数の市町村等における複数の高等学校が連携・協働しながら、単一の高等学校では実現できな
い多様な学びや、地域の課題を題材とした探究的な学び等を提供する取組を推進する。特に、地方の中
小規模の高等学校の教育効果を高めるため、ICT を活用した学校間連携の取組を推進する。 

・専門高校等において、地域の産業界等との連携・協働による実践的かつ最先端の職業教育を推進すると
ともに、産業教育施設・設備の充実を図り、地域や産業界を牽けん引する人材を育成する。 

・高等学校等での留学支援、外国人留学生の受入れに係る取組を促進するとともに、地域社会とのつなが
りの中でのグローバルな社会課題研究や海外研修等のほか、地方公共団体による国際交流のための多様
な取組を支援し、地域におけるグローカル人材を育成する。 

 
 (2) 関係人口の創出・拡大   

地域への関心や地域との関わりを深めるための機会の創出に取り組むことで、特定の地域と継続的に
多様な形で関わる「関係人口」を創出・拡大し、地域の課題解決や地方移住の裾野を拡大する。 

 
【具体的取組】 

⒝ 子供の農山漁村体験の充実 
・子供の生きる力を育むとともに、将来の地方への UIJ ターンの基礎を形成するため、農山漁村体験に参

加する学校等（送り側）や体験の実施地域である農山漁村（受入側）を支援する。 
⒞ 高校生の「地域留学」の推進 

・「地域留学」の魅力や効果、取組を行う高等学校等についての情報発信を行うとともに、地域における
魅力ある高等学校づくりを支援する。また、令和３年度から新たに始まる単年度の「地域留学」にチャ
レンジする生徒が安心して高校生活を送ることができるよう、ガイドラインの作成など環境整備を行う。 

 

○第２期「まち・ひと・しごと創生総合戦略」（令和元年 12 月 20 日、閣議決定） 

本論 第２期における地方創生 
第２章 第２期における施策の方向性 
【基本目標２】地方とのつながりを築き、地方への新しいひとの流れをつくる 
 ２－１ 地方への移住・定着の推進 
 (2) 若者の修学・就業による地方への定着の推進 
  ②高等学校の機能強化等 

出身市町村へ親しみを持つ者、高校時代までの間に地元企業を知っていた者は、将来的に出身市町村への
Ｕターンを希望する割合が高い傾向にあるなど、自らの地域を知ることが、将来的なＵターン、そして、地
域の将来を支える人材の確保につながる可能性がある。小学校・中学校・高等学校では、関係する各教科等
において地域に関する内容が実施されているほか、総合的な学習の時間においても、「地域の人々の暮らし」
や「伝統と文化」をテーマとした取組も行われている。このように、小学校・中学校・高等学校において、
各教科等の学習を通じて、地域の産業や文化等への理解を深める「ふるさと教育」等により、地域に誇りを
持つ人材の育成を推進する。 

これに加え、地域への課題意識や貢献意識を持ち、将来、地域ならではの新しい価値を創造し、地域を支
えることができる人材の育成に向けて、高等学校の段階で地域を知り、親しむ機会を創出することが重要で
ある。 

このため、地域と高等学校の協働によるコンソーシアムの構築や、地域と高等学校をつなぐコーディネー
ターの配置・活用、キャリア教育、RESAS を用いた地域学習など、地域と高等学校が連携・協働して、地域
課題の解決等の探究的な学びを実現する取組等を推進する。あわせて、全国から高校生が集まるような魅力
的な高校づくりを支援し、高校生が他の地域の高校で学ぶ「地域留学」を推進する。また、地域経済の活性
化を担う人材を養成する農業高校、工業高校、商業高校などの専門高校等においては、地方公共団体や産業
界、大学等との連携・協働による実践的な職業教育を推進するとともに、実験・実習に必要となる産業教育
施設・設備の充実を図り、質の高い専門的な教育を推進する。 
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若者が地方の魅力を知る機会が少ないことにより、東京での進学、就職を選択していることも東京圏への
一極集中の要因の１つであると考えられる。このため、中高生等の早い段階から職業意識の形成を図り、地
元で暮らすことの魅力や地元企業の魅力等が若者に浸透するよう地域社会全体で取組を推進する。 

 
 ２－２ 地方とのつながりの構築 
 (1) 関係人口の創出・拡大 
  ①関係人口になるきっかけづくり・土壌づくり 

地域においては、関係人口を創出・拡大したいと考えてもどのように関わりを作っていったらよいか、ど
のように人を取り込んでいったらよいかなど、不明なことも多いと考えられる。このため、関係人口を受け
入れる地域においてどのような対応が必要かをアドバイスしたり、都市住民等と地域のニーズをマッチング
したりするなどの活動を行う、意志ある担い手による民間主体の中間支援組織等を育成・支援する。 

また、個別の関係人口分野については、個人が地方の暮らしを体験する取組を進めるため、農泊、子供の
農山漁村体験、地域留学等を進める。農泊については、推進体制構築、地域資源を活用した魅力ある観光コ
ンテンツの磨き上げ、古民家等を活用した宿泊施設整備など、ハード・ソフト対策を一体的に支援する。ま
た、子供の農山漁村体験については、送り側（学校等）への活動支援や情報提供、受入側（農山漁村）の体
験プログラムの開発などの受入体制整備への支援を行うなど、送り側、受入側双方への体系的・総合的な支
援を関係省庁が連携して行う。地域留学については、全国から高校生が集まるような魅力的な高校づくりを
支援する。 

 
【横断的な目標２】新しい時代の流れを力にする 
 横２－１ 地域における Society5.0 の推進 
 (2) 未来技術の活用による地域課題の解決、地域の魅力向上 
  ③教育 
   教育の質の維持・向上などの課題を抱える地域・地方公共団体において、AI による効率的な学習を可能と

する EdTech、地理的差異なく高い水準の追加的授業を行う遠隔教育等の取組、地域課題等をテーマに教科横
断的に取り組む STEAM 教育を各地域の実情に応じて実装・推進していくことにより、教師の指導や子供た
ちの学習の幅の拡大、学習機会の確保等を通じた教育の質の維持・向上を図り、同時に子供たちの課題発見
力・解決力の向上を図る。 

 
 
付属文書「政策パッケージ」 
②高等学校の機能強化等 

ⅰ 地域の将来を支える人材育成の要となる高等学校の機能強化 
⒜ 地域課題の解決等を通じた探究的な学びを大学等において継続するための進路実現に向けた学習支援体

制の構築や、大学等への接続も見据えた一貫プログラムの開発等を推進する。 
⒝ 多様な高校生一人ひとりの個性に応じて最適な地域課題などの解決すべき課題を効果的に見出すことが

できるよう、高等学校と地域とが連携・協働してコンソーシアムを構築する。また、こうした取組の全国
への展開に向けた検討を行う。さらに、全ての公立学校に地域と連携・協働する体制を構築することを目
標とし、コミュニティ・スクール（学校運営協議会制度）と地域学校協働活動を一体的に推進する。 

⒞ 高等学校と地域をつなぐ人材（コーディネーター）は、学校を地域に開き、地域の教育資源を有効に活用
する上で重要な存在であることから、その配置・活用に向けた取組を推進する。 

⒟ 専門高校等においては、地域の産業界等との連携・協働による実践的な職業教育を推進するとともに、
実験・実習に必要となる産業教育施設・設備の充実を図り、質の高い専門教育を推進する。 

⒠ 地域における多様なグローカル人材等を育成するため、高等学校等において、地域社会とのつながりの
中でのグローバルな社会課題研究や海外研修等といったカリキュラムの検討・導入など、地域と連携・協
働する取組を推進する。また、官と民とが協力した海外留学支援制度（「トビタテ！留学 JAPAN 日本代表
プログラム」等）や国費高校生留学促進事業を推進するとともに、外国人高校生の受入れに資する取組を
促進する。 

 
ⅱ 高校生の「地域留学」の推進（後掲） 
 
ⅲ 地方の企業を知る機会の提供、早い段階からの職業意識形成 

⒜ 若者が地方において希望に応じた就職を実現できるよう、中高生などの早い段階からの職業意識形成に
資する支援や、地元で暮らすことの魅力・地元優良企業に係る情報発信等を以下の施策等を通じて実施す
る。 
・若者雇用促進法に基づくユースエール認定制度等を活用した、地方の中小企業の魅力や地元の優良企業

の発信 
・採用選考活動に至るまでのプロセスに合わせた、大学、国（ハローワーク）、地方公共団体等の連携によ

る支援 
⒝ 地元への愛着がＵターン希望を左右するといった指摘があることから、地域に誇りを持つプログラムを

以下の施策等を通じて推進する。 
・地元就職に資するキャリア教育の推進 
・大学進学等を機に地元を離れる高校生を対象とした地元企業へのインターンシップの推進 
・健全育成のための農山漁村等における体験活動の推進 
・学校休業日の柔軟な設定や子供の休みに合わせた年次有給休暇取得の促進など、家族が地域で学ぶ時間

の確保に向けた取組の推進 
・RESAS を用いた高校生等向け地域学習教材を策定し、地域学習を推進 

 
(1) 関係人口の創出・拡大 

ⅲ 高校生の「地域留学」の推進 
⒜ 高等学校段階における「地域留学」を推進するため、「地域留学」の魅力や効果、取組を行う高等学校等

についての発信を強力に行うとともに、地域における魅力ある高等学校づくりのための取組を支援する。 
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（参考２）第２期北海道創生総合戦略、北海道総合教育大綱、北海道教育推進計画 

○第２期北海道創生総合戦略（令和２年３月策定、北海道） 

Ⅳ 基本戦略 
１ 一人ひとりの希望がかない、誰もが活躍できる社会 
 (3) 主な施策 
  ②未来を担う子どもたちの成長を支える教育環境の充実 

■地域の将来を支える人材育成のための高校の魅力化 重要業績評価指標（ＫＰＩ） 

 地域課題の解決を通じて地域創生に資する地域住民と学校との協働の
ためのコンソーシアムを構築するなど、高校を核として地域と高校が緊
密に連携し、地域の特色を活かした取組を展開することで高校の魅力化
を図る。 

市町村に所在する高校が道立高校１校のみ
である市町村における、学校と地域との連
携・協働を推進するための組織の設置状況 

49.3%(H31)→100%(R4) 
 
  ③若者、女性、高齢者、障がい者など多様な人材の活躍 

■地域の将来を支える人材育成のための高校の魅力化 重要業績評価指標（ＫＰＩ） 

 市町村などの行政機関、企業、地域（小中学校含む）と連携した「高等
学校ＯＰＥＮプロジェクト」のほか、地域の基幹産業や職業について理
解を深める「総合的なインターンシップ実践プロジェクト」の実施によ
り、地域の課題解決に取り組む。 

企業や産業界、大学等と連携し、グローバ
ル人材の育成に取り組む道立高校（職業学
科設置） 

64.7%(H31)→100%(R4) 
 

 

○北海道総合教育大綱（令和 2 年３月策定、北海道） 

基本方針Ⅱ 子どもの学びと成長の環境を整える 
 ○地域創生の視点を踏まえた特色ある高校づくり 
  児童生徒数の減少により学校の統廃合が進む中、人生の選択を考える重要な時期である高等学校において、

地域と協働して、地域課題の解決を通じた探究的な学習を進めるとともに、総合学科や単位制の導入、中高一
貫教育の充実、地域の産業界と連携した職業教育の充実など、多様で魅力や特色のある高校づくりを進めます。 
○遠隔教育の充実 

広域分散型の本道の特性を踏まえ、離島や小規模の学校等において、児童生徒の興味・関心や多様な進路選
択などに対応するため、ＩＣＴを活用した遠隔教育の環境整備や実施体制の充実を図ります。 
○学校と地域の連携・協働の推進 

学校と保護者や地域の方々が一体となって子どもたちの成長を支えるため、コミュニティ・スクールの導入
など、学校と地域の連携・協働を推進します。 
○地域の特色を活かした多様な体験活動の推進 

豊かな人間性を育むため、幼児期から、学校や家庭、地域において、自然体験をはじめ、地域の歴史や文化
などに触れる体験など多様な体験活動を促進します。 

 
基本方針Ⅲ 地域と産業を担う人を育む 
 ○地域創生を担う人材の育成と活躍促進 

地域に対する愛着 を持ち、本道の将来を担う人材を育成するとともに、道内各地で意欲的に地域づくりにチ
ャレンジしている方々を支援し、業種や地域を越えたネットワークづくりをコーディネートすることにより、
地域が抱える課題の解決や特性を活かした地域づくりを推進します。 

 

○北海道教育推進計画（平成 30 年３月策定、北海道教育委員会） 

施策項目 19 学校と地域の連携・協働の推進 
 ○地域の教育力を活かした学校づくりの推進 
  ・高等学校においては、地域住民や保護者等が学校運営や教育活動に参画する既存の機会等を拡充するとと

もに、地域と一体となった教育活動を行うことができるよう、コミュニティ・スクールの導入を進めます。 
 
施策項目 21 学校段階間の連携・接続の推進 
 ○中学校と高等学校との連携 
  ・高等学校において、必要に応じて学び直しの視点を踏まえた教育課程を編成するなど、中高一貫教育の実

践で得た成果と課題を踏まえ、子どもたちの現状や地域の実情に応じて、中学校と高等学校の連携の充実
に向けた取組を促進します。 

 
施策項目 22 本道の地域特性等を踏まえた特色ある高校づくり 
 ○地域の特性を生かした教育活動の推進 
  ・地域の特性を生かした教育活動を推進するため、地域の実情や生徒の実態等を踏まえ、地域の自然環境や

人材などの教育資源を活用した特色ある教育課程の編成・実施を促進します。 
  ・高校においては、地域が持つ教育資源を活用しながら本道の産業を担う有為な人材を育成するため、「地域

の人材は地域で育てる」との視点を地域の産業界等と共有しながら、一つのテーマを研究したり、商品開
発から製造、販売までの一連の学習活動を行うなど、広い視野でよりよい社会の構築に向けて取り組むこ
とができるよう、学習方法の工夫・改善を図ります。 

  ・他の学校への通学が困難な地域にある小規模校を地域連携特例校に位置付け、ＩＣＴを活用した遠隔授業
など、協力校との連携した教育活動などにより、教育環境の充実を図ります。 
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（参考３）社会や地域に関する意識の状況（全国） 

 内閣府では、社会や国に対する国民の基本的な意識の動向を調査し、広く行政一般のための基

礎資料とすることを目的に、毎年、「社会意識に関する世論調査」を実施している。 

本調査項目の「１ 国や社会との関わりについて」における「国民全体の利益か個人の利益か」、

「現在の地域での付き合いの程度」及び「望ましい地域での付き合いの程度」についての調査結

果は、次のとおりである。 
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今後、日本人は、個人の利益よりも国民全体の利益を大切にすべきだと思いますか。

それとも、国民全体の利益よりも個人個人の利益を大切にすべきだと思いますか。

個人の利益よりも国民全体の利益を大切にすべきだ 

一概にいえない 

国民全体の利益よりも個人個
人の利益を大切にすべきだ 
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地域での付き合いはどの程度していますか。（令和２年(2020年)１月）
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地域での付き合いは、どの程度が望ましいと思いますか。（令和２年(2020年)１月）

地域の行事や会合に参加した
り、困ったときに助け合う 

地域の行事や会合に参
加する程度の付き合い 

世間話をする程
度の付き合い 

挨拶をする程
度の付き合い 

地域での付き合
いは必要ない 

【出典】内閣府政府広報室（令和２年(2020 年)３月）「社会意識に関する世論調査」 
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（参考４）生涯学習に関する住民の意識調査（北海道） 

 北海道教育委員会では、住民の生涯学習や今日的な課題に関する意識などについて、基礎デ

ータを蓄積して、全道的な傾向を把握するとともに、経年変化の状況を把握し、分析すること

により、新たな課題を見出し、今後の北海道並びに市町村の生涯学習及び社会教育の振興を寄

与することを目的に、毎年、「生涯学習に関する住民の意識調査」を実施している。 

 地域活動への参加意識や住民の課題意識と学習機会の関係性の状況は、次のとおりである。 
 

【質問】あなたは、地域活動についてどのように考えていますか。 

 
 
○日常生活に対する住民の課題意識と学習機会の提供との関係性は、次のグラフのとおりである。右

方向に行くほど学習機会が多く、上方向に行くほど課題意識が高くなっている。例えば、「超高齢社

会」、「防災」、「食」、「環境」、「安全・安心な生活」は住民の課題意識が高く、かつ学習機会もある

分野であり、「国際理解」は学習機会はあるものの、住民の課題意識が低いテーマと言える。また、

「子どもの貧困」は、住民の課題意識が比較的高いものの、学習機会の提供状況が比較的少なく、

「男女平等社会」は住民の課題意識が低く、学習機会の提供状況も低いテーマとなっている。 
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学校教育を支援する活動

生活課題を抱える人や

子育てなどを支援する活動

ボランティア活動や

災害復旧などを支援する活動

地域活性化などのまちづくりや

子ども会指導、自治活動

自然保護、リサイクル運動

などの環境保全などに関する活動

参加したことがあり、今後も参加したい 参加したことがないが、今後は参加してみたい

参加したことがあるが、今後は参加したくない 参加したことがなく、今後も参加したくない

わからない 無回答

【出典】北海道教育委員会「令和元年度生涯学習に関する住民の意識調査 調査結果」 

【出典】北海道教育委員会「令和元年度 道内市町村における生涯学習推進体制の整備状況」調査結果 
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（参考５）コミュニティ・スクールをはじめとした地域とともにある学校づくりの魅力 

平成 27 年 12 月 21 日に中央教育審議会が答申した「新しい時代の教育や地方創生の実現に向

けた学校と地域の連携・協働の在り方と今後の推進方策について」では、コミュニティ・スクー

ルをはじめとした地域とともにある学校づくりに関わる当事者について、それぞれの立場から関

わる魅力を次のとおり整理している。 

 

○子供にとっての魅力 

・学校に多様な人々が関わっていくことで、多くの大人の専門性や地域の力を生かした教育活動等が
実施され、学校での学びがより豊かに、広がりをもったものとなり、子供たちの学びが充実する。 

・信頼できる大人と多くの関わりを持ち、愛情を注がれることにより、自己肯定感や他人を思いやる
心など、豊かな心が育まれる。 

・地域の人々に支えられ学んでいくことで、地域への愛着が芽生え、地域の担い手としての自覚が育
まれる。 

・防災・防犯等の観点からも、平素からの学校と地域の人々との関係づくりが、子供たちの命や安全
を守ることにつながる。 

 

○教職員にとっての魅力 

・（特に管理職にとって）学校運営に関する基本方針の承認等を通じ、地域住民や保護者等の理解・
協力を得た風通しのよい学校運営が実現する。 

・地域住民や保護者等が学校の状況を理解し、賛同してくれているという後押しを得られることで、
安心して仕事ができる環境が得られる。 

・相互理解に努め、共に成功体験を重ねるなど信頼関係を構築していくことで、地域の人々が学校の
応援団となってくれている実感が得られる。 

・地域の人々との交わりで得られる多様な経験を通じ、教員としての意欲が高まり、豊かな指導力の
発揮につながる。 

・教育や子供たちの成長に対する責任を分かち合い、学校がやるべきこと、家庭がやるべきこと、地
域がやるべきことの役割分担が図られることで、教職員が子供と向き合う時間の確保につながる。 

 

○保護者にとっての魅力 

・学校への関わりを通して学校や地域への理解が深まることで、子供たちが地域の中で育てられてい
るとの安心感が生まれる。 

・保護者が学校に関わっていくことで、保護者同士のつながりや地域の人々とのつながりが生まれ
る。 

 

○地域住民にとっての魅力 

・学校運営や教育活動等への参画を通じ、子供たちと触れ合い、これまで学び培ってきたことを生か
す機会が得られることで、自己有用感や生きがいにつながる。 

・学校運営や教育活動等への参画を通じ、地域の人々が集うことで、学校が、社会的なつながりが得
られる場となり、地域のよりどころとなる。 

・地域のネットワークが形成されることで、地域づくりの輪が広がっていく。 
・学校を中心につながった絆は、地域の力を高め、地域の人々に安心と生きがいを与える。 
・防災・防犯等の観点からも、平素からの学校と地域の人々との関係づくりが、地域の安全を守るこ

とにつながる。 
・企業やＮＰＯ、大学等が教育活動等に参画することで、その専門性を生かす機会を得ることができ

るとともに、社会的な信頼の向上につながる。 
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（参考６）課題把握のためのアンケート調査の例 

 学校の特色化や魅力化を図るためには、地域の方々、特に小・中学生やその保護者等の学校に

対するイメージやニーズ等を正確に把握することが重要であり、そのためのアンケートにおける

質問項目として次のようなものが考えられる。 
（令和元年 12 月 13 日付け教高第 1870 号通知「小規模校の特色化・魅力化に向けた課題の把握等について」） 

 

○中学生を対象とした質問例 
１ 本校を受検したいと考えていますか。次の中から１

つ選んでください。 
①考えている 
②考えていない 
③未定 

 
２ １で②と回答した方に伺います。考えていない理由

として、次の中から該当するものを選んでください
（複数回答可）。 
(1)地理的条件 

①都市部の高校へ進学したい 
②放課後等に立ち寄ることができる場所がある町
の高校に行きたい 

(2)教育内容 
③高校卒業後の進学につながる授業を受けたい 
④高校卒業後の就職につながる授業を受けたい 
⑤就職に有利な資格を取得したい 

→（取得したい資格    ） 
(3)部活動 

⑥本校にはやりたい部活動がない 
→（あなたがやりたい部活動        ） 

⑦本校にもやりたい部活動があるが活動が活発ではない 
→（あなたがやりたい部活動        ） 

⑧他校から部活動の誘いがあった 
→（あなたがやりたい部活動        ） 

(4)学習環境 
⑨高校生を対象とした学習塾がない 
⑩新しい人間関係を築きたい 
⑪多くの同級生がいる環境で学びたい 
⑫中学校の時の仲の良い友達と同じ学校に通いたい 
⑬自分と同じような学力の人がたくさんいる中で学びたい 

(5)周りの人からのアドバイス 
⑭保護者のアドバイスを聞いて 
⑮中学校の先生のアドバイス聞いて 
⑯中学校の先輩のアドバイス聞いて 
⑰学習塾の先生のアドバイスを聞いて 

(6)その他 
⑱保護者や兄弟と同じ学校に通いたい 
⑲保護者の転勤のため 
⑳親元を離れたい 
㉑その他（具体的に             ） 

３ 本校に対して、どのような印象を持っていますか。
次の中から１つ選んでください。また、①～④を回答
した方は、その理由を記入してください。 
①よい印象を持っている 
②よい印象を持っていない 
③どちらでもない 
④わからない 

〈理由〉※自由記述 
 
４ 本校のホームページや学校だより、新聞記事を見た

ことがありますか。次の中から見たことのあるものを
選んでください（複数回答可）。また、今後、充実し
てほしい内容があれば、記入してください。 
①ホームページ 
②学校だより 
③新聞記事 
〈充実してほしい内容〉※自由記述 

 
５ 本校の卒業生の進路実績についてどの程度知って

いますか。進学・就職の区分ごとに、次の中から１つ
ずつ選んでください。 

 〈進学実績〉 
①進学率や進学先についてよく知っている 
②進学率や進学先についてある程度知っている 
③よくわからない 

〈就職実績〉 
①就職率や就職先についてよく知っている 
②就職率や就職先についてある程度知っている 
③よくわからない 

 
６ 高校生と一緒にどのような活動を行ってみたいで

すか。行ってみたいことがあれば、自由に記入してく
ださい。 

 （高校生と行ってみたい活動）※自由記述 
 
７ 質問以外のことで、本校への期待、教育内容等につ

いて、ご意見、ご要望などがありましたら、自由に記
入してください。 

 

○小学生を対象とした質問例 
１ 家で、おうちの人と高校のことについて、話をする

ことがありますか。次の中から１つ選んでください。 
①よくする 
②たまにする 
③しない 

 
２ ○○高校のことを知っていますか。次の中から１つ

選んでください。また、①と答えた人は、○○高校の
ことについて、知っていることをいくつか書いてくだ
さい。 
①知っている 
②知らない 
〈知っていること〉※自由記述 

 
 

３ ○○高校に対して、どのようなイメージを持ってい
ますか。次の中から１つ選んでください。また、①～
④を答えた人は、その理由を書いてください。 
①すごく、よいイメージを持っている。 
②まあ、よいイメージを持っている。 
③あまり、よいイメージを持っていない。 
④よいイメージを持っていない。 
⑤わからない 

〈理由〉※自由記述 
 
４ 高校生と一緒にどのような活動をおこなってみた

いですか。おこなってみたいことがあれば、自由に記
載してください。 
〈高校生とおこなってみたいこと〉 

 
５ 質問以外のことで、○○高校にお願いしたいことな

ど、自由に書いてください。 
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○保護者を対象とした質問例 
１ お子様に本校を受検させることを考えていますか。

次の中から１つ選んでください。 
①考えている 
②考えていない 
③未定 

 
２ １で②と回答した方に伺います。考えていない理由

として、次の中から該当するものを選んでください
（複数回答可）。 
①町外（市外）の高校へ進学したいという子どもの意

向を尊重したい 
②学習内容が将来の進路に結びつくか不安である 
③最初から本校にある学科とは別の学科を受検させ

たい 
④進学指導が不安である 
⑤入りたい部活動がない 
⑥生徒指導面での不安がある 
⑦新たな人間関係を構築させたい 
⑧大規模な学校で勉強させたい 
⑨地元に残ることに不安がある 
⑩本校についてよくわからない 
⑪その他（                ） 

 
３ 保護者として、お子様の受検する高校を選ぶ基準

は、どのようなことですか。次の中から該当するもの
を選んでください（複数回答可）。 
①学科（普通科、商業科、工業科、総合学科など） 
②高校卒業後の進路実績 
③校風や学校のイメージ、オープンキャンパスでの印象 
④特色ある教育活動 
⑤通学時間や通学距離、スクールバスの有無 
⑥本人の学力 
⑦資格の取得 
⑧本人のやりたい部活動の有無 
⑨他の保護者や親戚のすすめ 
⑩中学校の先生のすすめ 
⑪塾の先生のすすめ 
⑫本人の仲の良い友人との関係 
⑬その他（                ） 

 
４ 本校に対して、どのような印象を持っていますか。

次の中から１つ選んでください。また、①～④を回答
した方は、その理由を記入してください。 
①よい印象を持っている 
②よい印象を持っていない 
③どちらでもない 
④わからない 
〈理由〉※自由記述 

 
５ 本校のホームページや学校だより、新聞記事を見た

ことがありますか。次の中から見たことのあるものを
選んでください（複数回答可）。また、今後、充実して
ほしい内容があれば、記入してください。 
①ホームページ 
②学校だより 
③新聞記事 
〈充実してほしい内容〉※自由記述 

 
６ 本校の卒業生の進路実績についてどの程度知って

いますか。進学・就職の区分ごとに、次の中から１つ
ずつ選んでください。 

 〈進学実績〉 
①進学率や進学先についてよく知っている 
②進学率や進学先についてある程度知っている 
③よくわからない 

〈就職実績〉 
①就職率や就職先についてよく知っている 
②就職率や就職先についてある程度知っている 
③よくわからない 

７ 本校は小・中学校と密接な関わりをもった教育活動
を推進していると思いますか。次の中から１つ選んで
ください。また、今後、教育活動の充実に向けてどの
ようなことで密接な関わりをもった方がよいと思い
ますか。 
①思う 
②思わない 
③わからない 
〈今後、密接な関わりをもった方がよいと思うこと〉 

 
８ 本校は地域（小・中学校を除く）と密接な関わりを

もった教育活動を推進していると思いますか。次の中
から１つ選んでください。また、今後、教育活動の充
実に向けてどのようなことで密接な関わりをもった
方がよいと思いますか。 
①思う 
②思わない 
③わからない 
〈今後、密接な関わりをもった方がよいと思うこと〉 

 
９ 日頃の本校の生徒の様子を見ていて、挨拶や節度あ

る行動、服装や頭髪などの身だしなみ等の指導がしっ
かりなされていると思いますか。次の中から１つ選ん
でください。また、③と回答した方は、そう思う具体
的な理由を記入してください。 
①しっかり指導がされていると思う 
②ほぼ指導がされていると思う 
③あまり指導がされているとは思わない 

（具体的な理由              ） 
④わからない 

 
10 本校を希望する生徒が、現状よりも増加するため

には、何が必要だと思いますか。次の中から該当する
ものを選んでください（複数回答可）。 
①生徒の個々に応じた分かりやすい授業づくり 
②大学などへの進学希望がかなう指導の充実 
③高校卒業後に社会に出て即戦力として働くことが 

できる指導の充実 
④小・中学校や地域と連携した教育の充実 
⑤資格取得に向けた指導の充実 
⑥部活動の充実 
⑦礼儀やマナー、基本的な生活習慣の育成など生徒指 

導の充実 
⑧学校祭や体育祭などの学校行事の充実 
⑨特にない 
⑩その他（                ） 

 
11 本校の生徒に特に、身に付けてほしいことは、どの

ようなことですか。次の中から該当するものを選んで
ください（複数回答可）。 
①高校生として身に付けるべき基礎的・基本的な知識 
②大学などに進学するために必要な学力 
③自ら考え、判断し、よりよく問題を解決できる力 
④何事にも果敢に挑戦するチャレンジ精神や創造性 
⑤他人を思いやり生命を大切にする心 
⑥職業に必要な知識や技能を身に付け、職業選択を行 

うことができる能力 
⑦地域に対する理解や、郷土を愛する心 
⑧地域の将来の産業を支え、社会のリーダーとなれる 

資質や能力 
⑨たくましく生きるための健康や体力 
⑩情報化、国際化等の社会の変化に対応する資質や能力 
⑪人間関係形成などに必要なコミュニケーション能力 
⑫特にない 
⑬わからない 
⑭その他（                ） 

 
12 質問以外のことで、本校への期待、教育内容等につ

いて、ご意見、ご要望などがありましたら、自由に記
入してください。 
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（参考７）小規模校の特色化・魅力化に向けた課題 

 第１学年３学級以下の道立高等学校（小規模校）において実施した、参考６で示したアンケ

ート調査を分析した結果、特色化・魅力化に向けた課題等には次のようなものが挙げられる。 
（令和２年８月 19 日付け教高第 1126 号通知「小規模校の特色化・魅力化に向けた課題の把握等について」） 

 

 

 

 

 

 

 

 ○小・中学生から見た課題「本校が選択されない理由」 ※複数回答可 

 
課題項目 校数（割合） 

第１学年の学級数別校数 

３学級 ２学級 １学級 

内
的
要
因 

①大学進学につながらない 47 校（59％） 3 校 14 校 30 校 

②就職につながらない 3 校（ 4％） － ― 3 校 

③希望の部活動がない、活発でない 24 校（30％） 2 校 6 校 16 校 

④学校の状況や取組がわからない 35 校（44％） 6 校 11 校 18 校 

⑤高校生との交流が少ない  7 校（ 9％） 1 校 2 校 4 校 

外
的
要
因 

⑥高校に対して良い印象を持っていない 12 校（15％） 1 校 5 校 6 校 

⑦都市部や大規模校に進学を希望している 18 校（23％） 4 校 5 校 9 校 

⑧保護者や先生から別の高校を勧められる  4 校（ 5％） － 2 校 2 校 

⑨新しい人間関係を築きたい 10 校（13％） 1 校 2 校 7 校 

⑩立地条件、通学の負担、校舎の老朽化  4 校（ 5％） － 2 校 2 校 
 

 ○保護者から見た課題「本校に改善を期待すること」 ※複数回答可 

 
課題項目 校数（割合） 

第１学年の学級数別校数 

３学級 ２学級 １学級 

内
的
要
因 

①学力面・学習内容 21 校（26％） 2 校 9 校 10 校 

②学科、特色ある教育活動 3 校（ 4％） － 1 校 2 校 

③大学進学 31 校（39％） 4 校 12 校 15 校 

④資格取得、職場体験 12 校（15％） － 6 校 6 校 

⑤就職  8 校（10％） 2 校 3 校 3 校 

⑥生徒指導 11 校（14％） 2 校 6 校 3 校 

⑦部活動 13 校（16％） 1 校 1 校 11 校 

⑧小・中学校との交流・連携  5 校（ 6％） 1 校 1 校 3 校 

⑨情報発信 38 校（48％） 4 校 14 校 20 校 

外
的
要
因 

⑩子どもに選ばれない 14 校（18％） 1 校 4 校 9 校 

⑪良い印象を持っていない、昔ながらの印象 12 校（15％） 1 校 2 校 9 校 

⑫市町村からの助成の周知・充実・見直し  6 校（ 8％） 1 校 2 校 3 校 

⑬立地条件、通学への負担、校舎の老朽化  6 校（ 8％） － 3 校 3 校 
 
 ○地域（市町村・産業界等）から見た課題「本校に改善を期待すること」 ※複数回答可 

 
課題項目 校数（割合） 

第１学年の学級数別校数 

３学級 ２学級 １学級 

内
的
要
因 

①学力面・学習内容 19 校（24％） 2 校 7 校 10 校 

②学科、特色ある教育活動 14 校（18％） － 5 校 9 校 

③大学進学 19 校（24％） 2 校 7 校 10 校 

④資格取得、職場体験 13 校（16％） － 6 校 7 校 

⑤就職・地域人材の確保 33 校（41％） 3 校 11 校 19 校 

⑥生徒指導 15 校（19％） 2 校 7 校 6 校 

⑦部活動 10 校（13％） 1 校 3 校 6 校 

⑧小・中学校との交流・連携 16 校（20％） 1 校 4 校 11 校 

⑨地域との連携 28 校（35％） 3 校 7 校 18 校 

⑩情報発信 19 校（24％） 2 校 3 校 14 校 

外
的
要
因 

⑪良い印象を持っていない、昔ながらの印象 4 校（ 5％） 1 校 － 3 校 

⑫市町村からの助成の周知・充実・見直し 24 校（30％） 1 校 7 校 16 校 

⑬立地条件、通学への負担、校舎の老朽化  4 校（ 5％） － 1 校 3 校 

⑭学校の存続  8 校（10％） － 2 校 6 校   

第１学年３学級以下の道立高等学校（小規模校）によるアンケート調査の実施 

80 校から報告（令和２年３月報告） 
（第１学年３学級：８校、同２学級：24 校、同１学級：48 校） 



- 35 - 

（参考８）高校の魅力化を図るための方策例 

 北海道教育委員会では、第１学年１学級の高校のうち、地理的状況等から再編が困難であり、

かつ地元からの進学率が高い高校は地域連携特例校に位置付け存続を図っている。地域連携特例

校においては、生徒確保も含めた高校の魅力化に向け、次に示すような方策を検討又は実施して

いる。 
 

課題 方策 
関係機関等 

小 中 高 市町村 地域 企業 

地域と連携し、高
校の魅力化をどの
ように向上させる
か 

中学校と高校が連携した乗り入れ授業の実施  ○ ○    

地域の文化・産業・歴史や地域課題などを学ぶ地域学の開設   ○ ○ ○ ○ 

小・中・高校 12 年間を見通したふるさと教育やキャリア教育の実施 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

小・中・高校が連携した学校行事やボランティア活動の実施 ○ ○ ○ ○ ○  

地域イベントへの積極的な参加   ○ ○ ○  

生徒による商品開発及び中学校と連携した販売・ＰＲ活動の展開  ○ ○ ○  ○ 

部活動における近隣高との合同チーム編成による大会への出場   ○    

市町村部局と連携した観光・体験プログラムの作成   ○ ○  ○ 

地域観光に関するボランティアへの積極的な参加   ○ ○  ○ 

放課後や長期休業中における小・中学生への学習ボランティアの実施 ○ ○ ○ ○   

大学や企業との地域連携事業協定に基づく教育活動の連携   ○   ○ 

国公立大学進学か
ら就職まで多様な
進路希望にどのよ
うに対応するか 

コース設定（進学、就職など）による進路希望への対応   ○    

地域連携協力校との連携による習熟度別授業又は少人数授業の実施   ○    

地域連携協力校との遠隔授業や生徒間交流、教職員研修の実施   ○    

（仮称）北海道高等学校遠隔授業配信センターとの連携（習熟度別・少人数授業、講習など）   ○    

地域連携特例校間での遠隔授業や生徒間交流、教職員研修の実施   ○    

連携・協働のため
の組織をどうする
か 

学校運営協議会（コミュニティ・スクール）の設置・運営 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

コンソーシアムの設置・運営 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

教育振興会（○○高校の魅力化を図る会、○○高校を守る会）の設置・運営 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

高校の魅力化を図
るための支援をど
のように確保する
か 

通学への支援（寄宿舎、通学費・下宿費、スクールバス、給食活用）    ○   

物品等への支援（教科書購入、制服購入）    ○   

学習への支援（検定料、進学塾、スタディ・サプリ、公営塾）    ○   

学校行事等への支援（見学旅行、企業・上級学校訪問、海外研修）    ○   

生徒募集への支援（学校案内作成など）    ○   

奨学金、入学準備金貸与事業    ○   

生徒が企画・立案した取組への補助事業    ○   

コーディネーターの学校への配置（地域おこし協力隊の活用）    ○   

生徒を確保するた
め、学校の良さを
どのようにアピー
ルしていくか 

学校説明会の工夫（生徒・保護者・教員を別日程、地域住民・小学生も参加等）   ○    

オープンスクール・体験入学の実施   ○    

市町村と連携した学校説明会の実施   ○ ○   

市町村内にある施設への学校だより・学校案内の掲示・設置 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

市町村と連携した地元中学校訪問の実施  ○ ○ ○   

都市間バスの座席ポケットへの学校パンフレットの設置   ○   ○ 

ＳＮＳ、インターネット、テレビＣＭによる生徒募集活動の展開   ○ ○   

進路実績や指定校推薦枠の周知   ○    

地元に高校がない地域での個別相談会の実施   ○    

道外入学者選抜の実施   ○    

【再掲】小・中・高校 12 年間を見通したふるさと教育やキャリア教育の実施 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

【再掲】小・中・高校が連携した学校行事やボランティア活動の実施 ○ ○ ○ ○ ○  

【再掲】地域イベントへの積極的な参加   ○ ○ ○  

【再掲】放課後や長期休業中における小・中学生への学習ボランティアの実施 ○ ○ ○ ○   
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（参考９）高校の魅力化を目的としたワークショップの実践例 

 

テーマ「地域みんなで○○高校の未来を考える」 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

ワークショップの概要 
 
■参 加 者：○○高校教職員、小・中学校教職員、ＰＴＡ関係者、学校評議員、市町村教育委員会職員、教育局職員、 

（総合）振興局職員、経済団体職員、町内会関係者 など 

■所要時間：120 分程度 

 
導入ワーク ５分 

 

○○高校をめぐるビジョンの共有 20 分 
 

ビジョン実現のための方策検討 70 分 
 

振り返り 20 分 
 
 
 

まとめ ５分 

 

緊張感をなくして、安心して発言できる雰囲気をつくる。 

①【アイスブレイクの例】 

  ■２人１組になり、握手と簡単な自己紹介をした後、子どもや地域の
自慢をし合う。 

  ■自由に歩き回り、３分以内にできるだけ多くの人とコミュニケー

ションを取る。 

地域と学校が一緒に子どもを育てる可能性を認識し、それぞれの目指
す生徒像や○○高校の今後の方向性等のビジョンを共有する。 

②【テーマ設定（参加者への提示）】 
   地域みんなで○○高校の未来を考える 

③【○○高校を取り巻く現状と課題】 
   所在する地域の人口構成・推移、地理的特徴、教育資源や、○○高

校の現状と課題・取組内容など、○○高校を取り巻く状況を配付資

料やパワーポイント等で参加者に説明する。 
④【ビジョン共有に向けた意見の出し合い（個人解決）】 
   目指す生徒像や○○高校の今後の方向性について、参加者それぞ

れが意見を出し合う。その際、意見を出しやすくするため、付箋を活
用することも効果的である。 

⑤【ビジョン共有のための個人意見の全体共有】 

   上記④で参加者それぞれが考えた意見を全体で共有する。無作為
で抽出し、抽出された参加者が発表する。発表された意見は、進行役
がホワイトボードや模造紙に書く。書く際、構造化できるよう、書く

場所や色使いを工夫する。なお、④で付箋を活用した場合は、ホワイ
トボードや模造紙に付箋を貼りながら発表する。 

⑥【ビジョン共有のための整理】 

   上記⑤で全体共有した意見について、進行役がグループ分け等を
行うことで整理する。整理に当たっては、枠で囲んだり、記号を使っ
たりするなどして、構造化及び可視化する。 

共有したビジョンの実現を目指すに当たって、課題を明確にし、具体

的な行動を考えることで、参加者の期待感や当事者意識を高める。 

※教員、保護者、地域住民がバランスよく混ざるよう、６名程度のグルー
プを編成し、グループでの取組とする。なお、多様な意見を出し合うた
めには、付箋と模造紙を活用して行うＫＪ法が効果的である。 

⑦【ビジョン実現のための課題の明確化】 
   ビジョンを実現するための障壁や教員の困りごと、生徒の実態等

について、上記③の説明を踏まえながら出し合う。 

⑧【課題に対する解決策の検討】 
   上記⑦で出し合った課題について、解決策を出し合う。その際、多

様な意見を出すことが重要なので、どのような意見であっても、否

定したり、反論したりせず、皆で受け入れるよう、最初に明言する。 
   出し合った意見については、「着手可能性」と「効果性」の２軸の

マトリクスで整理すると、今後取り組む上で有効である。 

⑨【解決策の全体共有】 
   模造紙を活用して、各グループから発表を行う。 

発表を聞いての感想や「地域とともにある学校づくり」推進への覚悟
と本気を参加者に伝える。 

気付きや意気込みなどを共有して行動への機運を高めるとともに、小

さな行動を生み出す。 

⑩【アンケート用紙への回答及び発表】 

  ワークショップの満足度や成果などを５段階で評価してもらう。ま
た自由記述欄を設け、気付きや感想、「話合いをもとに明日からできそ
うなこと」なども記入してもらう。また、何名かには、感想等を発表し

てもらう 

【参考】文部科学省（平成 27 年 3 月）「地域みんなで子供たちの未来を考えるワークショップのすすめ」 
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（参考 10）コミュニティ・スクール（学校運営協議会制度） 

○コミュニティ・スクール（学校運営協議会制度）とは？ 

コミュニティ・スクール（学校運営協議会制度）は、学校と地域住民等が力を合わせて学校の運営
に取り組むことが可能となる「地域とともにある学校」への転換を図るための有効な仕組みである。
コミュニティ・スクールでは、学校運営に地域の声を積極的に生かし、地域と一体となって特色ある
学校づくりを進めていくことができる。 

なお、学校運営協議会を設置する学校のことを「コミュニティ・スクール」という。 
 
【参考】地方教育行政の組織及び運営に関する法律第 47 条の５ 

 教育委員会は、教育委員会規則で定めるところにより、その所管に属する学校ごとに、当該学校
の運営及び当該運営への必要な支援に関して協議する機関として、学校運営協議会を置くように努
めなければならない。ただし、２以上の学校の運営に関し相互に密接な連携を図る必要がある場合
として文部科学省令で定める場合には、２以上の学校について１の学校運営協議会を置くことがで
きる。 

 

○学校運営協議会の主な３つの役割 

１ 校長が作成する学校運営の基本方針を承認すること 
２ 学校運営について、教育委員会又は校長に意見を述べることができる 
３ 教職員の任用に関して、教育委員会規則で定める事項について、教育委員会に意見を述べること

ができる 

 

○道立高等学校における学校運営協議会の設置に係る基本方針等 

道立高等学校における学校運営協議会の設置について（通知） 
 このことについて、平成 29 年７月 27 日付け教高第 825 号通知により、当面の基本方針等について
お知らせし、所在する市町村内に道立高等学校が１校である学校を優先してきたところですが、設置
の促進を図るため、同一市町村内に複数校ある地域への設置等について、新たに基本方針に明記する
こととしました。 
 つきましては、令和２年度の設置から、次の基本方針等に沿って推進していくこととしますので、
設置の準備や検討等に当たっては、設置規則の趣旨等を踏まえるとともに、この基本方針について十
分留意願います。 

記 
１ 設置のねらい 

高等学校が社会に開かれた教育課程を実現するとともに、地域と密接に結びついた取組を推進す
るためには、地域住民や保護者と教育理念や学校課題を共有するとともに、学校運営への支援や教
育活動への参画・協力を得ることが重要であることから、道立高等学校への学校運営協議会設置を
推進する。 

２ 設置の基本方針 
  地域におけるこれまでの取組を踏まえ、小・中・高の一貫した教育活動の一層の充実に重点を置

くとともに、地域の支援体制を十分把握しながら、当面は次の基本方針により学校運営協議会を設
置する。                                                 

  (1) 所在する市町村内の小・中学校（義務教育学校を含む。）や地域等と連携・協力した取組を実施
していること 

  (2) 所在する市町村内に道立高等学校が１校である場合においては、当該市町村内の全ての小・中学
校（義務教育学校を含む。）が学校運営協議会を設置していること 

なお、市町村合併前の旧市町村内において道立高等学校が１校であった場合には、旧市町村内
の全ての小・中学校（義務教育学校を含む。）が学校運営協議会を設置していること 

 (3) 所在する市町村内に道立高等学校が複数校ある場合においては、あらかじめ学校が設定した地
域内の全ての小・中学校（義務教育学校を含む。）が学校運営協議会を設置していること 

  (4) 学校と地域が課題を認識し、共通の目標やビジョンを持っていること 
  (5) 教職員や保護者・地域に対して、設置する目的や仕組みなどの理解を図っていること 
  (6) 地域の実情に応じた組織体制・支援体制を構築できること 
３ その他 
  学校運営協議会を設置していない学校においても、学校評議員制度や地域独自の取組など既存の

仕組みを生かすなどして、地域との連携・協働を図りながら、引き続き学校運営の改善及び教育活
動の充実に努めること。 

 
  令和元年(2019 年)８月 13 日付け教高第 1206 号通知「道立高等学校における学校運営協議会の設置について」 
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○道立高等学校におけるコミュニティ・スクールの導入状況（令和２年 11 月１日現在） 
学校運営協議会設置年月日 学校名  学校運営協議会設置年月日 学校名 

平成24年５月９日 別海高等学校  
平成31年４月１日 

興部高等学校 

平成29年９月27日 
栗山高等学校  鹿追高等学校 

寿都高等学校  平成31年４月24日 幕別清陵高等学校 

平成30年４月１日 

夕張高等学校  

令和２年４月１日 

登別青嶺高等学校 

追分高等学校  平取高等学校 

美瑛高等学校  上富良野高等学校 

平成30年10月１日 
清里高等学校  常呂高等学校 

上士幌高等学校  大樹高等学校 

平成31年４月１日 
下川商業高等学校  広尾高等学校 

豊富高等学校  本別高等学校 
 

○コミュニティ・スクールの具体的な取組①（別海高校の例） 

 別海高校では、右図の委員構成のもと、地域と連携・教育
活動を展開するため、次のような３つの部会に分かれ、それ
ぞれの部会で企画・運営・助言・斡旋等の活動を行っている。 
 
 
 
 
 
 
○学習進路部会での活動 

①もっと知りたい○○のことシリーズ(医療従事者、教員、大学生等) 
②学習支援サポート（高校生による小中学校への学習支援） 
③大学視察研修（バスで道内の大学を見学） 
④インターンシップ受入を地元企業へ要請 
⑤地元の名産品を使った外部講師による調理実習の実施 
⑥ｅ－ラーニングの導入実施 

 
○生活健康教育部会での活動 

①３年生と一部１・２年生を対象としたミニ人間ドックの実施  ②性と生を考える講演会の開催 
③消費者被害防止教室の開催   ④携帯電話安全教室の開催  ⑤薬物乱用防止教室の開催 
⑥交通安全啓蒙活動の実施    ⑦防犯教室の開催      ⑧学校祭での各種審査員 
⑨生徒と委員によるランチミーティングの開催 

 
○農業教育部会での活動 

①別海町研修牧場での酪農実習の実施       ②酪農経営科生徒の地域イベントでの販売会実施 
③乳牛共進会への借用と出陳           ④旧標津線フットパス整備への参加 
⑤生乳の直接購入と乳加工品製造販売への助言   ⑥海外視察研修への補助 
⑦高度な畜産技術の紹介・見学          ⑧プロジェクト学習への助言 
⑨農家委託実習の斡旋・実施 

 

 
○コミュニティ・スクールの具体的な取組②（興部高校の例） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【委員構成】 

① (株)さくら興産代表取締役社長（元ＰＴＡ会長） 

② 別海町教育委員会委員（元別海高校校長） 

③ 別海町教育委員会委員（学校歯科医） 

④ 北海道教育大学釧路校教授 

⑤ 別海町ｸﾞﾘｰﾝﾂｰﾘｽﾞﾑﾈｯﾄﾜｰｸ事務局長（酪農家） 

⑥ 道東あさひ農業協同組合営農部営農対策課長 

⑦ 別海町役場総務部尾岱沼支所長（元ＰＴＡ会長） 

⑧ 別海高校ＰＴＡ顧問 

⑨ 別海高校元ＰＴＡ会長（別海町役場総務部税務課長） 

⑩ 有限会社アグリプロジェクト代表 

⑪ 野付学校区学校運営協議会会長 

⑫ 中央学校区学校運営協議会会長 

⑬ 上西春別学校区学校運営協議会コーディネーター 

⑭ 一期会ウェル歯科診療室院長 

⑮ 別海高校校長 

別海高等学校 学校運営協議会 

学習進路部会 農業教育部会 生活健康教育部会 

「地域創生を目指して（町民間による人材育成の好循環）」 
 
○取組に至るまでの経緯 

・高校生が地元の子どもたちと交流することによって自己肯定感の向上に 
つながるのではないかと考え、取組を実施した。 

・コミュニケーション能力や職業観の育成に向けて、地域の人材を活用す 
る取組となるよう、学校内外に地域コーディネーターを選任し、連携を 
図ることで地域人材を発掘した。 
 

○実際の取組 
・長期休業中における小中学生への学習ボランティア 

長期休業中において、地元の小中学生の自主学習に対して、高校生が 
学習サポーターとして参加。「教える立場を経験することで、自信が持 
てた。」などの感想があり、自己肯定感を実感した取組となった。 

・「興部町民と語ろう」 
町民と語り合うことでコミュニケーション能力の向上と将来の地域を 

担う人材育成を図る目的で実施。講師から「若い時を思い出し、仕事に 
情熱をもてた。」などの感想もあり、地域貢献の一助となる取組となった。 

 

学習ボランティア 

「興部町民と語ろう」 
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○コミュニティ・スクールの具体的な取組③（追分高校の例） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

○コミュニティ・スクールの具体的な取組④（美瑛高校の例） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

  

「地域との連携を意識したキャリアプログラムの展開」 
 
○取組に至るまでの経緯 
 ・平成27年度から平成29年度において、キャリア教育・職業教育推進事 

業の指定を受け、本事業で積み上げてきた成果を踏まえ、「地域を 
支える人材を地域の教育力を用いて育む」という方針の下、学校運営 
協議会を設置し、取組を推進することとした。 

 
○実際の取組 

・従来から実施していた取組を踏まえ、「地域で学ぶ」「地域を知る」 
ことに重点を置いた「地域巡検」や「インターンシップ」等、地域と 
密着した教育活動を推進 

・学校運営協議会の委員の方々は、インターンシップの受入企業として 
協力するなど、教育活動に積極的に関わっている。学校運営協議会に 
おいては、本校の取組を整理・分析し、令和元年度、キャリアプログ 
ラムの５か年計画として、それぞれの分野における実施プランやスケ 
ジュールを策定し、その具体的な計画を委員全員で議論しながら、教 
育活動の工夫・改善を展開 

 
○成果 
 ・様々な教育活動において、学校と地域との連携・協働が増え、「地元への愛着や誇り」をもつことに

つながっている。また、地域の産業等、地域への様々な理解も深まり、地域に対する関心も高めるこ
とができている。 

・地域の方々の高校に対する関心が高まった。高校で行われる公開授業や学校行事等への参加者も増
えている。また、町内行事に参加している生徒への温かい配慮や、町としての学校に対する支援も増
えている。 

 

「生徒のニーズに応じた地域講師による授業実践」 
 
 追分高校の学校運営協議会では、地域に根ざした専門的な取組を行うため、「カリキュラム部会」、「コミ
ュニティ部会」、「キャリア教育部会」の３部会を組織している。そのうち、「カリキュラム部会」では、次
のような課題意識のもと、本校における教育活動の実践の強化を支援している。 
 
○取組に至るまでの経緯 

・カリキュラム部会では、安平町教育委員会と連携して、地域の専門 
的スタッフを活用した授業、幼小中高の連携授業、地域施設の活用 
授業などを通して、「社会に開かれた教育課程」の実現に向けた取組 
を積極的に推進 

・生徒が地域社会に関心を持ち、社会の構成員としての自覚を深める 
ためには、地域社会が求める人材の育成を地域と協働して行うこと 
が必要であることや、地域の方々との触れ合いが生徒の職業選択の 
幅を拡げるという観点から、以前から本校で行っていた「地域講師 
による授業」について、学校運営協議会において助言や協力を仰ぎ、 
本実践の取組を強化 

 
○実際の取組 

・地域講師による授業（カリキュラム部会） 
  点字、絵手紙、そば打ち、地域食材を活用した調理実習、福祉施設 

での実習など多岐にわたり地域の機関と連携した授業を実施 
・年間予定時数 

  生徒の多様なニーズに応じて、公民科分野(２時間)、家庭科分野(48 
時間)、保健体育科分野(13 時間)を、選択科目等で実施 

 
○成果 
 ・地域住民や教員が学校運営への参画意識を持ち、生徒の多様なニー 

ズに対応した、地域に根ざした教育の充実が図られるようになった。 
 ・学校運営協議会の開催や地域人材を活用した取組を通して、地域や社会が本校に育成を求める

生徒の資質・能力の把握ができるようになった。また、地域の行事に生徒が参加することで、
生徒が多くの人々と関わる機会が増え、生徒の将来への視野の拡大が図られた。 

・地域の方々の協力により、インターンシップやボランティア活動など、生徒が学校で学んだこ
とをアウトプットできる機会を、今まで以上に生徒に提供することができるようになった。 

地域巡検 

インターンシップ 

福祉施設での実習 

そば打ち 

絵手紙 


